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●表紙写真
下市之瀬地区の鋳物師屋遺跡（いもじやい
せき）から出土した土偶で、円錐形のおな
かは安定していて自立します。大きなおな
かには手が添えられ、おなかの赤ちゃんを
いたわるようなしぐさが特徴的で、妊婦さ
んの姿を表現されているようです。縄文人
たちの「命」に対する祈りの様子が伺えま
す。これまでに大英博物館など海外で 7回
も展示されるなど、日本の縄文文化を代表
する土偶と言えます。
（ふるさと文化伝承館所蔵）

　鋳物師屋遺跡出土 円錐形土偶「子宝の女神ラヴィ」（国重要文化財)
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代
表
・
一
般
質
問

  ※

８
〜
16 
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

今
定
例
会
で
は
、
12
月
14
、
15
日
に
12
名
の

議
員
が
代
表
・
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
が
12
月
２
日
か
ら
22
日

ま
で
の
21
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
丸
市
長
か
ら
条
例
案
11
件
、補
正
予
算
案
９
件
、

同
意
案
１
件
、
ほ
か
６
件
、
合
わ
せ
て
27
案
件
の
提

出
が
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　

※

４
ペ
ー
ジ
参
照

　

こ
の
う
ち
、
議
案
第
92
号
に
つ
い
て
は
、
討
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　

※

３
ペ
ー
ジ
上
段
参
照

　

一
般
会
計
補
正
予
算
額
は
、
補
正
額
を
17
億
３
６

９
万
６
千
円
と
し
、
予
算
総
額
を
３
６
９
億
９
２
２

１
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で
し
た
。　

※

下
段
参
照

　

補
正
予
算
案
の
う
ち
議
案
第
１
０
０
号
に
つ
い
て

は
、
特
別
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
中
で
附
帯
決
議

案
の
提
出
が
あ
り
、
そ
の
可
否
を
め
ぐ
っ
て
議
員
間

討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

※

３
ペ
ー
ジ
中
段
参
照

　

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
は
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
今
議
会
で
は
、
委
員
会
の
委
員
に
つ

い
て
、
２
年
間
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
が
行
わ
れ

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

５
ペ
ー
ジ
参
照

一
般
会
計
補
正
予
算

17
億
円
を
可
決

第4回定例会（12月）の概要 12月2日～12月22日開催

注目案件（補正予算）

造
成
お
よ
び
基
盤
整
備

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
整
備
事
業

5億4612万円

・
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
に
、
誘
致
企
業
の
立

　

地
に
向
け
た
造
成
工
事
お
よ
び
基
盤
整
備
を
行
う
。

伊
奈
ヶ
湖
の
駐
車
場
を
整
備
・
拡
大

伊
奈
ヶ
湖
駐
車
場
整
備
事
業

7880万円

・
伊
奈
ヶ
湖
に
、
安
全
で
誰
も
が
快
適
に
利
用
で
き
る

　

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
駐
車
場
を
整
備
す
る
。

・
増
加
駐
車
台
数
は
、
乗
用
車
49
台
分

妊
娠
・
出
生
時
に
現
金
を
支
給

出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
支
給
事
業

6619万円

・
妊
娠
届
出
時
に
５
万
円
を
支
給

・
出
生
届
出
時
に
５
万
円
を
支
給

・
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る

　

た
め
の
事
業

市
特
別
職
お
よ
び
市
職
員
の
給
与
を
改
定

3420万円

市
北
部
へ
の

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
開
所
に
伴
う
経
費

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理
費

100万円

・
旧
八
田
児
童
ク
ラ
ブ
に
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て     

　

使
用
す
る
た
め
の
備
品
を
購
入
お
よ
び
工
事
を
行
う
。

・
増
穂
商
業
高
校
同
窓
会
か
ら
の
寄
付
金
１
０
０
万
円

　

を
活
用

　　注目案件（補正予算以外）

・
人
事
院
お
よ
び
山
梨
県
人
事
委
員
会
の
給
与
勧
告
に

　

伴
う
給
与
の
改
定

・
期
末
・
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を
０
・
１
月
分
引
き

　

上
げ
る
。

※

市
議
会
議
員
も
特
別
職
と
職
員
に
準
じ
て
改
定

電
気
料
高
騰
に
伴
う
電
気
料
の
不
足
分
の
補
正

　

本
庁
、
支
所
、
学
校
、
保
育
所
等
の
維
持
管
理
経
費
に
つ
い
て
、

電
気
料
の
高
騰
に
伴
い
不
足
す
る
予
算
を
補
正
す
る
。

職
員
給
与
支
給
事
務
（
特
別
職
含
む
）

議
案
第
83
号
　
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

職
員
の
定
年
年
齢
を
令
和
５
年
度
か
ら
２
年
に
１
歳
ず
つ

段
階
的
に
引
き
上
げ
、
令
和
13
年
度
以
降
は
65
歳
と
す
る
。

ま
た
、
そ
れ
に
伴
う
、

60
歳
到
達
後
の
職
員
の
勤
務
条
件
や

給
与
の
取
り
扱
い
を
定
め
る
。

●
平
成
29
年
度
に
実
施
し
た
桃
源
文
化
会
館
改
修
工
事
に
お

　
　

い
て
、
桃
源
文
化
会
館
の
当
初
建
設
工
事
(
昭
和
58
年
)
の

　
　

不
具
合
が
発
覚
す
る
。

●
不
具
合
に
つ
い
て
、
南
ア
ル
プ
ス
市
は
、
令
和
４
年
２
月

　

 

８
日
に
中
央
建
設
工
事
紛
争
審
査
会
(
以
下
「
審
査
会
」 

と

　

 

い
う
)
に
調
停
の
申
立
て
を
行
う
。

●
審
査
会
か
ら
調
停
の
和
解
案
が
提
示
さ
れ
る
。

議
案
第
91
号
　
調
停
事
件
の
和
解
に
つ
い
て

 

経 

過

 

審
査
会
か
ら
提
示
さ
れ
た
和
解
案
の
概
要

　
　

西
松
建
設
株
式
会
社
お
よ
び
株
式
会
社
日
建
設
計
は
、
南

ア
ル
プ
ス
市
に
対
し
、
連
帯
し
て
、
和
解
金
と
し
て
１
５
０
０

万
円
を
支
払
う
。

 

議
案
の
内
容

　
　

審
査
会
か
ら
提
示
さ
れ
た
和
解
案
に
よ
っ
て
和
解
を
成
立

さ
せ
る

(
和
解
の
成
立
に
は
議
会
の
議
決
が
必
要
)
。

議
案
第
92
号　
南
ア
ル
プ
ス
市
と
甲
府
市
と
の

や
ま
な
し
県
央
連
携
中
枢
都
市
圏
の

形
成
に
係
る
連
携
協
約
の
締
結
に
関
す
る

協
議
に
つ
い
て

　
　

南
ア
ル
プ
ス
市
と
甲
府
市
が
、
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
推

進
要
綱
(
総
務
省
)
に
基
づ
く

「
や
ま
な
し
県
央
連
携
中
枢
都

市
圏
」
を
形
成
す
る
た
め
、
連
携
協
約
を
締
結
す
る
。



03　 南アルプス市議会だより No.79 

　 事業実施にあたって周辺市の議会の議決が必要ないな

ど、 地方自治が及ばない根本的問題があることに加え、

中心市に権限と財源を集中することで、 中心市と周辺市

との格差を生じさせ周辺部の衰退をまねく可能性がある。

議案第92号   南アルプス市と甲府市とのやまなし県央連携中枢都市圏の形成に係る
連携協約の締結に関する協議について　　　　　　　　

討 論　　                         私はこう考える

地方自治を脅かす

可能性がある

名取 泰 議員反
　
対

賛
　
成

賛成！ 反対！

　 人口減少や少子高齢化が進む中で、 行政サービスの提供

や都市機能を維持していくために、 中核都市甲府市と近隣

市町が連携し、 一定の圏域人口を有し活力ある社会経済を

維持することを目指した政策であり、 賛成する。

持続可能な社会の

構築に期待

櫻田 力 議員

討論後の起立採決の結果、賛成多数で原案は可決となりました。

議員間討議を実施しました

  　　議案の概要　　　　
南アルプス市と甲府市が連携中枢都市圏構想推進要綱に基づく連携中枢都市圏である

　　　　　　　　　  　  「やまなし県央連携中枢都市圏」を形成するために、連携協約を締結する。

　南アルプス市議会では現在、議会改革を行っています。議会改革の項目の一つとして検討していた議員間討議に
ついては、これまでも試行的に実施してきましたが、令和４年10月に、本格的な実施にむけた議員間討議のルール
を定めました。
　今議会の予算特別委員会において、ルールを定めてから初めて議員間討議を実施しましたのでご報告します。

  南アルプス市議会で定める議員間討議の目的
　　　議員間討議は、多様な市民の意見を代表する合議機関としての議会の特性を最大限に生かしていくために、議案の審査にあたり、
質疑の充実と自由闊達な議論を通じ、その中から論点や課題を明確にし、意見の集約と合意形成をめざすことを目的とする。

  　　　　 今回の議員間討議の内容
　　　一般会計補正予算（第７号）の附帯決議案（提出者：名取泰委員、賛同者：有野一成委員、松野昇平委員）の可否をめぐる議員間討議。

  　　　　　   附帯決議案の概要
　　　補正予算において一般職の勤勉手当は引き上げられているが、会計年度任用職員は勤勉手当がないため引き上げの対象となっ
ていない。会計年度任用職員に対して、一般職の勤勉手当の引き上げに見合った措置を緊急に講じることが必要である。

  　　　　　  討議の中で出た意見
　　 ・附帯決議案の中には「一般職の勤勉手当の引き上げに見合った措置」とあるが非常に曖昧である。

 ・会計年度任用職員の勤勉手当については、国で検討がなされている。

 ・会計年度任用職員に対する勤勉手当の支給を、一過性のものではなく、将来にわたって確実なものにするためには、法律の改正
　などしっかりとした根拠に裏付けられた恒久的な措置が必要である。

 ・本市の事務の多くは会計年度任用職員なくしては成り立たない。市の職員全体がモチベーションを保ち、一丸となって業務に
　あたっていく上でも大きな意味がある。

 ・会計年度任用職員の思いを二元代表制の一翼を担う議会が代弁して発信することに大きな意味がある。

 ・特別職と議員は今回、期末手当を引き上げているので、会計年度任用職員についても何らかの措置が可能なはず。

  　　　　　　　　  総　  括
　　　今回の議員間討議では、議員間討議の目的である合意形成には至りませんでした。
　なお、提出された附帯決議案は起立採決の結果、否決されました。
　議案の内容によっては、今回のように、議員間で賛否が分かれ、合意形成には至らないこともあるということを経験する機会
になりました。
　結果的に合意形成には至りませんでしたが、合意形成を図ることを意識して議員間で討議を行い、その結果議論を深めること
ができたことは、今後に向けて意義のある経験となりました。
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第4回定例会　審議した議案とその結果

結

果

藤
田
亜
由
未

保
坂

健

飯
野
多
惠
子

三
枝

守
和

松
野

昇
平

戸
栗

淳

三
木

充

有
野

一
成

櫻
田

力

花
輪

幸
長

村
松
三
千
雄

野
中

國
幹

北
村
千
代
子

矢

俊
秀

名
取

泰

小
池

伸
吾

斉
藤

諭

清
水

重
仁

齊
藤

博
明

河
野
木
綿
子

小
林

敏
徳

条例の制定

個人情報保護法施行条例の制定 可決 欠

情報公開・個人情報保護審査会条例の制定 可決 欠

条例の一部改正

手数料条例等の一部改正 可決 欠

市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の
公費負担に関する条例の一部改正

可決 欠

職員の定年等に関する条例の一部改正 可決 欠

地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う
関係条例の整備

可決 欠

税条例の一部改正 可決 欠

南アルプスインターチェンジ周辺開発南アルプス12ha整備
事業区域における固定資産税の免除に関する条例の一部改正

可決 欠

職員給与条例の一部改正 可決 欠

市長等の給与等に関する条例の一部改正 可決 欠

議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部改正

可決 欠

上程議案 〇：賛成
×：反対
欠：欠席

一般会計補正予算（第６号） 可決 欠

国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決 欠

芦安農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 可決 欠

土地取得造成事業特別会計補正予算（第２号） 可決 欠

一般会計補正予算（第７号） 可決 欠

国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可決 欠

後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可決 欠

介護保険特別会計補正予算（第２号） 可決 欠

水道事業会計補正予算（第２号） 可決 欠

その他

調停事件の和解 可決 欠

南アルプス市と甲府市とのやまなし県央連携中枢都市圏の
形成に係る連携協約の締結に関する協議

可決 欠

字の区域の変更 可決 欠

市道路線の認定 可決 欠

市道路線の変更 可決 欠

市道路線の廃止 可決 欠

人権擁護委員候補者の推薦 同意 欠

　令和４年度補正予算
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委員会構成が新しくなりました。

　令和４年第４回定例会において、市議会に設
置されている委員会※１（議会運営委員会、総務
常任委員会、厚生文教常任委員会、産業土木常任
委員会、議会だより編集委員会）の委員について、
２年間の任期満了に伴う改選が行われました。
　改選後の新たな委員会構成は次のとおりです。
　（◎ 委員長　〇 副委員長）

（※１）委員会
　委員会とは、本会議の下審査機関として、本会議から
付託された議案などについて、詳細かつ専門的に審査を
行う場で、地方自治法および南アルプス市議会委員会条
例で規定されています。

議会運営委員会
　会議の運営に関すること、議員提出議案に関すること、議長
が必要とすることなどに関する協議を行います。

　松野昇平　有野一成　櫻田 力　戸栗 淳

 矢﨑俊秀　〇北村千代子　◎村松三千雄　小池伸吾

総務常任委員会
　総務部、総合政策部、会計課、消防本部に関する事務（総務、
政策、行財政、税金、防災、消防など）、および他の常任委員
会の所管に属さない事項の審査を行います。

　　　　三枝守和　村松三千雄　三木 充

      矢﨑俊秀　〇櫻田 力　◎戸栗 淳　齊藤博明

産業土木常任委員会
　産業観光部、建設部、公営企業、農業委員会に関する事務（道
路、河川、公園、農林業、観光、水道、下水道など）の審査を
行います。

　　　 飯野多惠子　野中國幹　名取 泰

　斉藤 諭　〇花輪幸長　◎有野一成　河野木綿子

議会だより編集委員会
　年に４回発行する「南アルプス市議会だより」の編集事務を
行います。

　　  保坂 健　三枝守和　名取 泰　飯野多惠子

  斉藤 諭　〇藤田亜由未　◎河野木綿子　小林敏徳

厚生文教常任委員会
　市民部、保健福祉部、教育委員会に関する事務（市民活動、
環境、福祉、子育て、医療、学校教育、生涯学習、文化財など）
の審査を行います。

　　　  藤田亜由未　北村千代子　松野昇平

　 清水重仁　〇保坂 健　◎小池伸吾　小林敏徳
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連
携
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で

　
　
　
は
、
連
携
中
枢
都
市
圏
の
将
来
像
、

人
口
の
問
題
、
高
齢
化
の
問
題
に
つ
い
て
の

具
体
的
な
目
標
も
示
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
人
口
の
動
向
等
に
つ
い
て
も
ビ
ジ
ョン
の

　
　
　
中
に
反
映
さ
れ
示
さ
れ
る
。

　
　
　
要
綱
に
よ
る
と
連
携
中
枢
都
市
圏
ビ

　
　
　
ジ
ョ
ン
の
策
定
や
変
更
に
あ
た
っ
て

は
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
に
お
け
る
検
討
を
経
る

と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
も
う
少
し
具
体
的

な
説
明
を
求
め
る
。

　
　
　
ま
ず
は
連
携
中
枢
都
市
圏
を
構
成
す

　
　
　
る
各
市
町
の
職
員
が
集
ま
り
15
の
分
科

会
の
中
で
ど
の
よ
う
な
事
業
を
展
開
し
て
い
く

か
の
素
案
を
作
成
す
る
。
次
に
そ
の
素
案
を「
ビ

ジ
ョ
ン
懇
談
会
」
が
検
討
す
る
。
最
後
に
首
長

た
ち
が
構
成
す
る
協
議
会
に
諮
り
、
そ
こ
で
改

   

総
務
常
任
委
員
会

●
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
改
正

　
　
　
定
年
延
長
に
伴
い
、
職
員
の
新
規
採

　
　
　
用
の
抑
制
が
予
想
さ
れ
る
が
、
市
と

し
て
は
今
後
の
新
規
採
用
者
数
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
は
退
職
者
分
を
補
充
す
る
形

　
　
　
で
新
規
採
用
を
行
って
き
た
。
今
後
し

ば
ら
く
は
２
年
に
１
回
は
定
年
退
職
者
が
い
な

い
年
度
と
な
る
が
、
新
規
採
用
に
つ
い
て
は
、

退
職
者
が
い
な
い
年
度
に
は
採
用
し
な
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
職
員
構
成
の
年
齢
的
な
バ

ラ
ン
ス
も
考
え
、
平
準
化
し
て
行
う
こ
と
を
考

え
て
い
る
。

●
南
ア
ル
プ
ス
市
と
甲
府
市
と
の

　
や
ま
な
し
県
央
連
携
中
枢
都
市
圏

　
の
形
成
に
係
る
連
携
協
約
の
締
結

　
に
関
す
る
協
議

QA

A

QA

12
月
議
会

 
各
常
任
委
員
会

委
員
長
報
告

　
常
任
委
員
会
の
質
疑
の
要
約
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
各
常
任
委
員
会
で
は
、

条
例
案
な
ど
予
算
以
外
の
案
件
に
つ
い

て
審
査
し
ま
し
た
。

Q

   

産
業
土
木
常
任
委
員
会

●
字
の
区
域
の
変
更

 

　
　
　
字
の
区
域
の
変
更
の
対
象
と
な
る
土

　
　
　
地
は
公
の
土
地
か
、
そ
れ
と
も
私
有

地
か
。

　
　
　
対
象
と
な
る
土
地
に
は
、
公
の
土
地
も

　
　
　
私
有
地
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　
字
の
区
域
の
変
更
に
は
登
記
の
手
続

　
　
　
き
も
必
要
に
な
る
が
、
登
記
に
は
手

間
や
費
用
を
要
す
る
た
め
個
人
で
行
う
の
は

難
し
い
。
登
記
の
手
続
き
は
個
人
の
責
任
で

行
う
の
か
。
そ
れ
と
も
行
政
が
行
う
の
か
。

　
　
　
登
記
の
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
山
梨

　
　
　
県
土
地
改
良
連
合
会
が
行
う
。

QAQ

め
て
検
討
を
重
ね
最
終
的
に
連
携
中
枢
都
市
圏

ビ
ジ
ョン
が
策
定
さ
れ
る
。

　
　
　
要
綱
に
よ
る
と
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
の

　
　
　
構
成
員
に
は
、
連
携
中
枢
都
市
圏
の

取
組
み
内
容
に
応
じ
て
、
産
業
、
大
学
・
研

究
機
関
、
金
融
機
関
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
、

地
域
公
共
交
通
な
ど
が
望
ま
し
い
と
記
載
さ

れ
て
い
る
が
、
南
ア
ル
プ
ス
市
は
ビ
ジ
ョ
ン

懇
談
会
に
参
加
で
き
る
の
か
。

　
　
　
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
の
構
成
員
は
甲
府

　
　
　
市
が
選
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

構
成
員
の
要
件
に
該
当
す
る
方
が
南
ア
ル
プ

ス
市
内
に
い
て
甲
府
市
が
そ
の
方
を
選
定
す

れ
ば
入
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
連
携
中
枢
都
市
で
あ
る
甲
府
市
と
連

　
　
　
携
市
町
の
役
割
分
担
は
全
て
甲
府
市

が
主
体
的
な
役
割
を
果
た
す
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
上
、
ビ
ジ
ョ
ン
懇
談
会
に
南
ア
ル

プ
ス
市
が
自
治
体
と
し
て
参
加
で
き
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
連
携
に
当
た
っ
て
本
市
の
政
策

の
独
自
性
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
お
そ
れ
は
な

い
か
。

　
　
　
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
各
市

　
　
　
町
の
職
員
に
よ
る
15
の
分
科
会
に
よ

る
協
議
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
最
終
的
に
は

首
長
に
も
諮
っ
た
う
え
で
承
認
さ
れ
た
も
の

が
ビ
ジ
ョ
ン
と
な
る
の
で
、
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の

過
程
で
市
の
意
向
は
反
映
で
き
る
も
の
と
考

え
る
。

A

QA

連携中枢都市圏の仕組み

「都市圏」を形成

周辺
自治体

周辺
自治体

周辺
自治体

周辺
自治体

周辺
自治体

周辺
自治体

連携協約

中心都市

地
方
交
付
税
⇒国

 

審
査
結
果

　
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
原
案

の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

QA

   

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
12
月
議
会
に
お
い
て
は
、
厚
生
文
教
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
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一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
） 

●
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点

　

整
備
事
業

　
　
　

下
水
道
の
受
益
者
負
担
金
は
企
業
側

　
　
　

で
負
担
す
べ
き
も
の
と
理
解
す
る
が
、

今
回
の
補
正
予
算
の
事
業
費
の
内
訳
の
中
に

下
水
道
受
益
者
負
担
金
が
入
っ
て
い
る
の
は

な
ぜ
か
。

　
　
　
下
水
道
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
工
事
の
関
係
も
あ
る
の
で
いっ
た
ん
は

市
の
方
で
支
出
す
る
が
、
土
地
の
売
却
金
額

に
上
乗
せ
す
る
か
、
別
途
、
下
水
道
受
益
者

負
担
金
と
し
て
誘
致
企
業
か
ら
徴
収
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
誘
致
企
業

側
に
も
伝
え
て
あ
る
。

●
保
育
所
の
維
持
管
理
事
業

　
　
　

電
気
料
高
騰
に
伴
う
不
足
分
の
経
費

　
　
　

で
あ
る
が
、
補
正
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
る
保
育
所
と
さ
れ
て
い
な
い
保
育
所
が

あ
る
。
補
正
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
保

育
所
は
、
電
気
料
の
不
足
が
生
じ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
か
。

　
　
　
市
立
保
育
所
の
う
ち
、
３
つ
の
保
育

　
　
　
所
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
予
算
で
年

末
ま
で
の
支
払
い
が
可
能
で
あ
る
と
判
断
し

た
の
で
、
補
正
予
算
を
計
上
し
て
い
な
い
。

●
伊
奈
ケ
湖
駐
車
場
整
備
事
業

　
　
　

駐
車
場
が
道
路
よ
り
も
高
い
位
置
に

　
　
　

な
る
部
分
の
安
全
対
策
は
ど
の
よ
う

  

質
疑
の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す

 

調
停
事
件
の
和
解
に
つ
い
て 

　
　
　

調
停
に
あ
た
っ
て
、
今
定
例
会
に
弁

　
　
　

護
士
費
用
１
６
８
万
４
千
円
が
計
上

さ
れ
て
い
る
が
、
調
停
に
要
し
た
費
用
の
総

額
は
。

　
　
　
今
回
の
調
停
に
関
わ
る
費
用
の
総
額

　
　
　
は
、
今
回
の
補
正
を
含
め
て
５
０
１

万
１
１
８
５
円
で
あ
る
。

　
こ
の
費
用
は
、
調
停
の
手
続
き
の
費
用
、

代
理
人
弁
護
士
に
関
わ
る
費
用
、
そ
の
ほ
か

通
信
運
搬
、
職
員
の
旅
費
等
す
べ
て
を
含
ん

で
い
る
。

に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
耐
久
性
と
景
観
を
考
慮
し
て
、
擬
木

　
　
　
に
よ
る
転
落
防
止
策
を
設
置
す
る
計

画
で
あ
る
。

●
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理
費

　
　
　

旧
八
田
児
童
ク
ラ
ブ
に
教
育
支
援
セ

　
　
　

ン
タ
ー
を
開
所
す
る
こ
と
に
伴
う
経

費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
の
開
所
時
期
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

　
　
　
令
和
５
年
４
月
１
日
を
想
定
し
て
い

　
　
　
る
。

　
　
　

甲
西
の
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
違

　
　
　

い
な
ど
は
あ
る
か
。

　
　
　
児
童
ク
ラ
ブ
と
し
て
つ
か
っ
て
い
た
場

　
　
　
所
で
、
甲
西
の
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

よ
り
も
面
積
が
広
く
な
っ
て
い
る
。

QA

A

　
　
　

受
入
れ
人
数
と
周
知
方
法
は
。

　
　
　
人
数
は
10
人
以
下
く
ら
い
を
想
定
し 

　
　
　
て
い
る
。
周
知
に
つ
い
て
は
、
チ
ラ
シ

の
配
布
を
考
え
て
い
る
。

 

職
員
給
与
条
例
の
改
正
に
つ
い
て

　
　
　

現
在
、
本
市
の
業
務
は
会
計
年
度
任

　
　
　

用
職
員
な
く
し
て
は
成
り
立
た
な
い

現
状
が
あ
る
。
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い

て
も
、
何
ら
か
の
手
当
の
引
き
上
げ
に
つ
い

て
検
討
は
行
わ
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
現
時
点
で
は
引
き
上
げ
等
の
検
討
は

　
　
　
し
て
い
な
い
。

　
　
　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
手
当
の
引
き

　
　
　

上
げ
に
つ
い
て
、
近
隣
市
の
状
況
は

把
握
し
て
い
る
か
。

　
　
　
隣
市
で
も
引
き
上
げ
は
し
な
い
と
い

　
　
　
う
こ
と
を
把
握
し
て
い
る
。

　
　
　

国
等
の
動
向
は
。

　
　
　
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
勉
手
当
の

　
　
　
支
給
に
つ
い
て
は
、
地
方
分
権
改
革

有
識
者
会
議
に
お
い
て
検
討
を
行
い
令
和
４

年
度
中
に
結
論
を
得
る
、
と
い
う
内
容
の
情

報
提
供
を
総
務
省
か
ら
受
け
て
い
る
。

Q

 　

予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
議
長
を
除

く
全
議
員
で
、
12
月
19
日
に
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
12
月
２
日
に
提
出
さ

れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
ほ
か

４
議
案
、
お
よ
び
12
月
15
日
に
追
加
で
提

出
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

ほ
か
７
議
案
、
以
上
の
13
案
件
が
当
委
員

会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

AQ

A Q

A

Q

 

審
査
結
果

　

予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に

つ
い
て
は
、慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

A Q

 
予
算
特
別
委
員
会

レ
ポ
ー
ト

QA

QA

QA QA
現在の伊奈ヶ湖駐車場
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討
議
の
焦
点

公明党

河野 木綿子 議員

る
事
業
で
、
妊
娠
時
５
万
円
、
出
産
時
５
万

円
が
交
付
さ
れ
る
。
本
市
の
事
業
実
施
の
考

え
は
。

　
　
　
こ
の
事
業
は
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
、

　
　
　
子
育
て
を
通
し
て
身
近
で
相
談
に
応

じ
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
必
要
な
支
援
に

つ
な
ぐ
伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実
と
経
済
的

支
援
を一体
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
で
き
る
だ
け
早
期
に
事
業
化
す
る
た
め
、

今
定
例
会
に
必
要
な
経
費
を
追
加
の
補
正
予

算
案
と
し
て
提
出
す
る
。

　
　
　

配
布
の
方
法
は
。

　
　
　
現
金
で
の
給
付
を
考
え
て
い
る
。

  

子
育
て
支
援
政
策
の
今
後

　
　
　

国
の
「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
の
創
設
も

　
　
　

踏
ま
え
、
新
年
度
に
向
け
て
政
策
の

考
え
方
が
大
変
重
要
に
な
る
。
現
在
（
仮
称
）

子
ど
も
・
子
育
て
応
援
宣
言
を
検
討
し
て
い

る
が
、
南
ア
ル
プ
ス
市
の
子
育
て
支
援
の
根

本
的
な
理
念
と
方
針
は
。

　
　
　
「
第
二
期
南
ア
ル
プ
ス
市
子
ど
も
・
子

　
　
　
育
て
支
援
事
業
計
画
」
で
掲
げ
た
基

本
理
念
で
あ
る
「
す
べ
て
の
子
ど
も
が
健
や
か

に
成
長
で
き
る
社
会
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、

子
育
て
支
援
を
市
政
の
最
重
要
課
題
に
位
置

付
け
、
様
々
な
施
策
を
推
進
し
て
き
た
。

　
国
に
お
い
て
、
政
策
を
我
が
国
の
社
会
の

真
ん
中
に
据
え
る
「
こ
ど
も
ま

ん
な
か
」
社
会
を
進
め
る
司
令

塔
と
し
て
、
来
年
４
月
、「
こ
ど

も
家
庭
庁
」
が
設
置
さ
れ
る
。

本
市
も
「（
仮
称
）
子
ど
も
・

子
育
て
応
援
宣
言
」
に
よ
り
、

「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
」
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
今
後
も
、
子
育
て

支
援
を
市
政
の
最
重
要
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
強
い
決

意
を
表
明
す
る
。

　
　
　

国
の
第
２
次
補
正
予
算

　
　
　

で
「
出
産
・
子
育
て
応

援
交
付
金
事
業
」
が
可
決
さ
れ

た
。
地
方
自
治
体
の
創
意
工
夫

に
基
づ
く
柔
軟
な
仕
組
み
と
す

QA

A Q A

Q

南アルプス市の子育て支援の根本的な
理念と方針は

▲

すべての子どもが健やかに成長できる社会を目指し、
　子育て支援を市政の最重要課題とする。

奨学金返済支援事業の質問に対する進捗状況は

▲

個人給付型の実施に向け、居住条件・支給額・実施期間など
　検討を重ねている。

  

孤
立
す
る
男
性
介
護
者
へ
の
支
援

　
　
　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
立
場
か
ら
す
れ

　
　
　

ば
、
男
性
介
護
者
だ
け
を
特
別
扱
い

は
、ど
う
か
。
と
の
観
点
も
あ
る
が
、男
性
は
、

介
護
を
一
人
で
抱
え
込
み
孤
立
し
、
深
刻
な

問
題
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
こ
れ
ま

で
の
介
護
者
全
体
へ
の
支
援
を
踏
ま
え
、
男

性
介
護
者
の
支
援
の
対
策
は
。

　
　
　
男
性
介
護
者
が
孤
立
し
な
い
よ
う
、

　
　
　
介
護
支
援
専
門
員
と
連
携
し
、
孤
立

の
解
消
に
向
け
た
介
護
者
の
つ
ど
い
の
場
や
、

個
別
相
談
会
な
ど
の
周
知
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
来
年
度
策
定
す
る
「
高
齢
者
い
き
い

き
プ
ラ
ン
」
の
中
で
も
、
男
性
介
護
者
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
。

  

奨
学
金
返
済
支
援

　
　
　

昨
年
６
月
の
代
表
質
問
で
、
奨
学
金

　
　
　

返
済
に
苦
労
し
た
と
の
お
声
や
今
後

の
若
者
の
Ｉ
タ
ー
ン
や
Ｕ
タ
ー
ン
に
も
つ
な
が

る
と
し
て
奨
学
金
返
済
支
援
事
業
を
実
施
す

る
よ
う
提
言
し
た
。
そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
の
導
入
に
向

　
　
　
け
、
調
査
研
究
及
び
制
度
設
計
を
進

め
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
ま
た

国
や
他
自
治
体
の
事
例
調
査
、
比
較
分
析
な

ど
を
実
施
し
た
。
現
在
、
個
人
給
付
型
の
実

施
に
向
け
て
、
居
住
要
件
、
支
援
額
、
支
援

期
間
に
加
え
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
な
ど
検
討
を

重
ね
て
い
る
。

A QA Q



　
　
　

広
く
市
内
外
の
技
術
者
に
門
戸
を
開

　
　
　

い
た
と
説
明
を
さ
れ
て
い
る
が
、
市

が
求
め
た
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施
要
領
に
あ
る

一
次
審
査
基
準
で
は
、
地
元
企
業
が
共
同
企

業
体
を
編
成
し
て
も
、
規
模
の
小
さ
な
市
内

業
者
に
は
か
な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
基
準
に

あ
る
。
こ
の
た
め
市
は
ど
の
よ
う
な
考
え
の

も
と
に
仕
様
書
を
作
成
し
た
の
か
。

　
　
　
資
格
要
件
と
し
て
、
市
内
事
業
者
が

　
　
　
大
手
と
共
同
事
業
体
を
つ
く
る
こ
と

を
可
能
と
す
る
よ
う
に
配
慮
し
た
。

●
そ
の
他
の
質
問

 

・
広
河
原
山
荘
の
開
業
か
ら
得
ら
れ
た
教
訓
と

　
事
業
評
価
に
つ
い
て

  

若
草
小
学
校
改
築
事
業
に
お
け
る

  

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

　
　
　

本
市
の
工
事
や
業
務
委
託
等
は
、
従 

　
　
　

来
か
ら
原
則
市
内
業
者
育
成
の
観
点

か
ら
市
内
業
者
を
対
象
に
発
注
さ
れ
て
き

た
。
ま
た
、
重
要
度
の
高
い
事
業
に
お
け
る

工
事
や
業
務
委
託
に
つ
い
て
は
、
市
内
業
者

の
実
績
や
能
力
を
超
え

る
場
合
は
、
共
同
企
業

体
を
念
頭
に
発
注
さ
れ

て
き
た
。
こ
の
度
の
若

草
小
学
校
改
築
事
業
に

お
け
る
公
募
に
よ
る
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
実
施
は
県

外
も
視
野
に
し
た
公
募

に
あ
る
が
そ
の
意
図
は

何
か
。

　
　
　
設
計
の
段
階
か

　
　
　
ら
よ
り
高
度
で

専
門
的
な
技
術
や
経
験

と
創
意
工
夫
が
重
要
と

な
る
た
め
、
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
実
施
に
お
け
る
資

格
要
件
を
設
定
し
た
。

ヒ
カ
レ
ヤ
マ
ナ
シ
は
、
確
認
基
準
日
に
こ
の

応
募
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
が
ど
の
様
に

判
断
し
た
の
か
。

　
　
　
令
和
４
年
５
月
23
日
に
法
人
登
記
に

　
　
　
あ
る
こ
と
か
ら
資
格
要
件
の
５
百
万

円
以
上
を
満
た
し
て
い
る
と
判
断
し
た
。
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南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点

  

整
備
事
業

　
　
　

コ
ス
ト
コ
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン 

　
　
　
（
株
）は
、
運
営
主
体
に
あ
る（
株
）ヒ

カ
レ
ヤ
マ
ナ
シ
の
構
成
企
業
と
し
て
届
出
が

な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
コ
ス
ト
コ
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン（
株
）

　
　
　
も
運
営
主
体
で
あ
る
の
で
、（
株
）ヒ

カ
レ
ヤ
マ
ナ
シ
の
構
成
企
業
で
は
な
い
。

　
　
　
（
株
）ヒ
カ
レ
ヤ
マ
ナ
シ
と
コ
ス
ト
コ

　
　
　

ホ
ー
ル
セ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン（
株
）
が
一

体
的
に
機
能
し
て
こ
そ
募
集
条
件
を
満
た
す

関
係
性
に
あ
る
。
別
々
で
は
、コ
ス
ト
コ
ホ
ー

ル
セ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン（
株
）は
応
募
条
件
を
満

た
し
て
い
な
い
。

　
　
　
誘
致
企
業
は
２
社
に
な
る
が
、
１
つ

　
　
　
の
計
画
と
し
て
認
め
た
。

　
　
　

公
募
に
お
け
る
資
格
要
件
の
確
認
基 

　
　
　

準
日
は
、
参
加
表
明
日
の
令
和
３
年

11
月
１
日
か
ら
12
月
24
日
時
点
と
規
定
さ
れ

て
い
る
が（
株
）ヒ
カ
レ
ヤ
マ
ナ
シ
の
法
人
登

記
は
令
和
４
年
５
月
23
日
で
あ
る
。
確
認
基

準
日
に
存
在
し
な
い
法
人
の
参
加
を
有
効
と

す
る
判
断
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　
　
　
そ
の
後
の
確
認
作
業
を
踏
ま
え
て
令

　
　
　
和
４
年
６
月
27
日
に（
株
）ヒ
カ
レ
ヤ

マ
ナ
シ
と
コ
ス
ト
コ
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン

（
株
）を
参
入
事
業
者
と
し
て
決
定
し
た
。

　
　
　

応
募
者
の
資
格
要
件
で
資
本
金
５
百

　
　
　

万
円
以
上
を
求
め
て
い
る
が
、（
株
）

Q

未来創政の会

矢﨑 俊秀 議員

AQAQA

Q

A

ヒカレヤマナシは確認基準日に法人資格が
ないが問題はないか

▲

その後の確認作業を踏まえて参入事業者として決定した。

若草小の実施設計を県外業者も参入にした
理由はなにか

▲

高度で専門的な技術や経験を必要とするため参入要件を緩和した。

Q

A

Q

A

改築が行われる若草小学校
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こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た

そ
れ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
促
進
に
も

つ
な
が
る
。
既
存
の
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
券
事

業
を
発
展
さ
せ
て
、
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
デ
マ
ン
ド
型
交
通
は
、
本
市
の
櫛
形

　
　
　
西
地
区
で
地
元
運
営
委
員
会
に
よ
り

運
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
参
考
に
地
域
の

協
力
を
前
提
と
し
た
デ
マ
ン
ド
型
交
通
を
検

討
し
て
き
た
が
、
組
織
の
立
ち
上
げ
や
運
行

は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

　
し
か
し
昨
今
、
県
内
で
も
甲
斐
市
や
市
川

三
郷
町
で
Ａ
Ｉ
デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証
実
験

等
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
デ
マ
ン
ド
型
交
通
へ
の

関
心
も
高
ま
っ
て
い
る
の
で
、
本
市
の
実
情
に

合
っ
た
デ
マ
ン
ド
型
交
通
に
つ
い
て
、
更
に
研

究
を
深
め
て
い
く
。

  

市
の
入
札

　
　
　

本
市
の
入
札
結
果
と
、
そ
の
後
の
実  

　
　
　

際
の
事
業
費
を
比
較
す
る
と
、
落
札

後
に
増
額
変
更
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
こ

う
し
た
ケ
ー
ス
は
令
和
３
年
度
で
は
何
件
あ

り
、
増
額
の
主
な
要
因
は
何
か
。

　
　
　
令
和
３
年
度
の
入
札
に
よ
る
契
約
件

　
　
　
数
は
２
９
８
件
あ
り
、
こ
の
内
落
札

後
に
増
額
変
更
が
あ
っ
た
契
約
は
１
１
２
件

あ
っ
た
。

　
増
額
の
要
因
は
様
々
だ
が
、
上
水
道
工
事

や
下
水
道
工
事
で
は
、
道
路
掘
削
時
に
既
設

の
水
道
管
や
地
下
埋
設
物
が
当
初
の
想
定
と

  

市
の
交
通
施
策

　
　
　

本
市
の
公
共
交
通
を
更
に
使
い
易
く

　
　
　

す
る
た
め
に
、
デ
マ
ン
ド
交
通
が
注

目
さ
れ
る
。
そ
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
乗

り
合
い
制
に
す
る
、
運
行
地
域
や
乗
降
場
所

を
あ
る
程
度
定
め
る
、
１
回
１
０
０
円
〜
３

０
０
円
で
利
用
で
き
る
な
ど
の
内
容
を
タ
ク

シ
ー
会
社
と
調
整
す
る
こ
と
で
、
実
施
す
る

異
な
り
、
新
た
な
接
続
部
材
が
必
要
と
な
る
、

舗
装
復
旧
で
は
既
存
の
舗
装
状
況
が
劣
化
し

て
お
り
、
設
計
時
よ
り
面
積
が
増
え
る
、
現

場
発
生
土
で
は
土
質
が
悪
く
購
入
土
で
の
埋

め
戻
し
に
変
更
す
る
な
ど
が
主
な
理
由
で
あ

る
。

  

学
校
給
食
費
の
無
償
化

　
　
　

市
は
、
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
小

　
　
　

中
学
校
の
給
食
費
に
つ
い
て
、
今
年

度
11
月
分
か
ら
年
度
内
を
無
償
化
し
た
。
ま

た
、
10
月
７
日
の
議
員
説
明
会
で
市
長
は
、

来
年
度
以
降
に
つ
い
て
も
無
償
化
に
向
け
た

検
討
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

現
在
の
検
討
状
況
と
今
後
の
方
向
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
は
。

　
　
　
子
育
て
支
援
の
充
実
は
私
の
公
約
で

　
　
　
も
あ
り
、
そ
れ
を
更
に
推
進
す
る
た

め
「
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
宣
言
」
に
つ
い

て
準
備
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
令
和
５
年

度
行
政
経
営
方
針
で
も
、
学
校
給
食
費
の
無

償
化
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
か
ら
始

ま
り
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
端

を
発
し
た
原
油
価
格
高
騰
、
物
価
高
騰
な
ど

に
よ
る
市
民
生
活
へ
の
影
響
は
、
し
ば
ら
く
続

く
も
の
と
考
え
て
お
り
、
子
育
て
世
帯
支
援

を
最
優
先
と
捉
え
、
実
施
に
向
け
て
、
鋭
意

検
討
し
て
い
る
。

Q

AQA

QA

来年度以降の学校給食費の無償化について、
市の考えは

▲

子育て世帯支援を最優先と捉え、実施に向けて、鋭意検討している。

デマンド交通を導入し、公共交通を
更に使い易いものに

▲

本市の実情に合ったデマンド型交通について、
　更に研究を深めていく。
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南 風

藤田 亜由未 議員

　
　
　
教
員
の
負
担
の
軽
減
を
考
え
な
が
ら
、

　
　
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
等
を
利
用
し
た
学
習
支

援
の
機
能
を
強
化
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び

に
対
す
る
意
欲
や
可
能
性
を
引
き
出
す
取
り

組
み
の
導
入
を
期
待
す
る
が
。

　
　
　
試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら
、
よ
り
有
効

　
　
　
に
活
用
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
色
々
な
子
ど
も
た
ち
と
つ
な
が
る
ツ
ー
ル

と
し
て
の
実
証
も
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
先
進

地
の
事
例
も
含
め
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

  

子
ど
も
子
育
て
応
援
宣
言
と

  

子
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定

　
　
　
本
市
は
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
を
目 

　
　
　
指
し
子
育
て
支
援
に
注
力
し
て
き

た
。
今
後
は「
子
ど
も
の
権
利
を
守
る
条
例
」

の
制
定
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
本
市

の
考
え
は
。

  

多
様
な
教
育
環
境
の
充
実

　
　
　
本
市
の
不
登
校
数
は
全
国
同
様
増
加

　
　
　
傾
向
で
あ
る
。
近
隣
自
治
体
は
人
数

を
公
表
し
各
所
と
連
携
し
な
が
ら
様
々
な
対

応
策
を
取
っ
て
い
る
が
、
本
市
の
実
際
の
不

登
校
児
童
生
徒
数
と
今
後
の
公
表
の
考
え
は
。

　
　
　
不
登
校
の
児
童
生
徒
の
数
は
、
県
か

　
　
　
ら
数
値
デ
ー
タ
は
公
表
し
な
い
と
い

う
方
針
を
受
け
て
い
る
。
市
と
し
て
公
表
す

る
こ
と
は
控
え
る
。
ま
た
、
独
自
調
査
の
考

え
も
な
い
。

　
　
　
デ
ー
タ
を
し
か
る
べ
き
場
所
で
正
し

　
　
　
く
共
有
し
、
学
校
や
教
育
委
員
会
だ

け
で
は
な
く
専
門
家
や
民
間
団
体
、
当
事
者

の
皆
さ
ん
と
共
に
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か

に
育
っ
て
い
く
方
法
を
多
様
な
視
点
で
一
緒

に
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　
　
不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
の
た
め
に

　
　
　
市
の
教
育
委
員
会
も一
生
懸
命
動
け

る
よ
う
な
体
制
を
取
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
文
科
省
で
は
「
不
登
校
児
童
生
徒
の

　
　
　
支
援
協
議
会
」
の
設
置
を
提
唱
し
て

い
る
。
本
市
で
も
多
様
な
方
た
ち
の
協
力
を

得
て
、
環
境
改
善
に
向
け
て
協
議
し
て
い
く

場
を
作
っ
て
い
く
べ
き
で
は
。

　
　
　
先
進
事
例
や
県
の
考
え
方
を
確
認
し

　
　
　
調
査
研
究
し
て
い
く
。
不
登
校
の
児

童
生
徒
が
増
え
て
い
る
中
、
現
状
や
課
題
等

様
々
な
角
度
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
保
護
者
の
方
等
々

含
め
、
場
の
設
定
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
来
年
４
月
こ
ど
も
基
本
法
が
施
行
さ

　
　
　
れ
る
。
法
律
と
し
て
し
っ
か
り
子
ど

も
を
守
っ
て
い
く
と
い
う
理
念
が
規
定
さ
れ
て

い
る
の
で
、
本
市
は
そ
の
理
念
に
基
づ
き
具
体

的
に
計
画
を
立
て
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

  

Ｄ
Ｘ
の
推
進

　
　
　
今
後
、
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
に

　
　
　
Ｄ
Ｘ
化
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
が
、

ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
化
推
進
の
位
置

づ
け
は
。

　
　
　
現
在
も
は
っ
き
り
は
う
た
っ
て
い
な
い

　
　
　
が
第
４
次
の
行
政
改
革
の
実
施
計
画

の
中
に
も
大
き
い
柱
の一つ
と
し
て
、
最
新
技

術
の
導
入
と
利
活
用
を
し
な
が
ら
デ
ジ
タ
ル

化
を
現
在
進
め
て
い
る
。
２
年
後
に
第
３
次

総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
る
の
で
、
ま
ち
づ
く

り
の
理
念
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
も

し
っ
か
り
う
た
っ
て
い
く
よ
う
図
っ
て
い
く
。

  

子
ど
も
達
が
豊
か
に

  

い
き
い
き
と
生
き
て
い
け
る
、

  

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
　
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
豊
か
に
い
き
い 

　
　
　
き
と
生
き
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
の

ビ
ジ
ョ
ン
は
。

　
　
　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

　
　
　
て
暮
ら
し
、
学
べ
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
、
住
み
続
け
た
い
、
帰
っ
て
き
た
い
と
思

え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

QAQ A QA

QA

Q

AQ

A

全国の不登校数は増加傾向。
本市の現状と具体的な対策は

▲

本市においても同様に増加傾向。
　今後、教育支援センターを拡充 の方向。

「子どもの権利を守る条例」の制定についての考えは

▲

条例ではなく国の法律の中で計画をつくり、市としての方向性を
　示していきたい。

Q

A

中学校
163,442

（人）
250,000

200,000

150,000

100,000

5,000

0
H13　　　  H18　　　   H23　　　   H28　　　    R3

計
244,940

中学校
163,442

小学校
81,498

不登校児童生徒数（全国）の推移

（出典：文部科学省）
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市政のここを聞く！
代表質問の映像をご視聴いただけます。

討
議
の
焦
点

物価急騰に対する市民生活への支援策は！！▲

国・県の動向や経済状況を注視し有効な支援策を検討していく。

市民の困りごとに対応する総合相談体制は
機能しているか！！

▲

自助・互助・共助・公助の視点で総合相談体制機能は着実に進んでいる。

今後は健全な財政維持が難しいと思うが！！

▲

交付税は減少していくが、歳入歳出の見直し等で健全財政を維持して
　いく。

祉
総
合
相
談
体
制
を
５
階
層
化
し
て
い
る
。

縦
割
り
を
防
ぐ
た
め
各
相
談
機
関
が
連
携
す

る
体
制
を
取
り
、
身
近
な
地
域
で
の
Ｃ
Ｓ
Ｗ

（
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）の
配
置
、

更
に
民
生
委
員
や
協
議
体
活
動
等
の
市
民
に

よ
る
支
え
あ
い
制
度
も
着
実
に
進
ん
で
い
る
。

　
　
　
身
近
な
相
談
窓
口
の
民
生
委
員
は
、

　
　
　
全
体
的
に
相
談
し
や
す
い
窓
口
に

な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
い
。
福
祉
総
合

相
談
体
制
の
理
解
を
深
め
る
研
修
等
を
進
め

て
ほ
し
い
が
。

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
、
あ
っ
た
か
カ
ー

　
　
　
ド
の
普
及
や
熱
中
症
対
策
と
し
て
飲

料
水
配
布
等
多
く
の
活
動
を
し
て
き
て
お
り
、

民
生
委
員
は
身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
十
分

機
能
し
て
い
る
。
更
に
民
生
委
員
と
Ｃ
Ｓ
Ｗ

等
と
の
連
携
が
よ
り
図
ら
れ
る
よ
う
研
修
等

を
重
ね
て
い
く
。

  

健
全
な
財
政
の
維
持

　
　
　
本
市
の
財
政
は
県
内
13
市
の
中
で
突

　
　
　
出
し
て
健
全
だ
が
、
今
後
は
交
付
税

も
減
り
健
全
財
政
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
い
く
と
思
う
が
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
有
利
な
財
源
で
あ
る
合
併

　
　
　
特
例
債
と
計
画
的
な
基
金
の
活
用
、

市
債
の
繰
り
上
げ
償
還
等
に
よ
り
健
全
な
財

政
運
営
に
努
め
て
き
た
。
今
後
は
、
段
階
的

に
交
付
税
が
減
少
す
る
中
で
公
共
施
設
の
老

朽
化
対
策
、
社
会
保
障
費
の
増
大
が
見
込
ま

  

物
価
急
騰
に
対
す
る

  

市
民
生
活
等
へ
の
対
策

　
　
　
物
価
が
急
騰
し
食
料
品
等
の
値
上
が 

　
　
　
り
は
来
年
も
続
き
、
市
民
生
活
は
非

常
事
態
で
あ
る
。
も
う
１
回
元
気
券
を
配
布

し
、
中
小
事
業
者
に
も
何
ら
か
の
支
援
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
。

　
　
　
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
元
気
券
や
学

　
　
　
校
給
食
費
の
無
償
化
等
、
ま
た
、
市

内
中
小
事
業
者
支
援
策
と
し
て
医
療
施
設
等

を
対
象
に
支
援
し
て
き
た
。
今
後
は
、
国
・
県

の
物
価
高
騰
対
策
の
動
向
や
経
済
状
況
を
注

視
し
、
有
効
な
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

  

福
祉
総
合
相
談
体
制
の
充
実

　
　
　
市
民
の
気
軽
な
相
談
場
所
の
充
実
と

　
　
　
複
合
的
な
課
題
に
対
応
で
き
る
相
談

体
制
の
強
化
と
は
。

　
　
　
第
４
次
地
域
福
祉
計
画
で
は
、
自
助
・

　
　
　
互
助
・
共
助
・
公
助
の
視
点
か
ら
福

れ
る
等
厳
し
い
財
政
状
況
が
予
想
さ
れ
る
。

補
助
金
等
の
歳
入
確
保
や
歳
出
の
見
直
し
を

図
り
、
健
全
な
財
政
維
持
に
努
め
て
い
き
た

い
。

　
　
　
歳
入
面
で
市
税
は
、
既
に
目
標
値
を

　
　
　
超
え
た
高
い
徴
収
率
を
達
成
し
て
い

る
が
、
こ
の
徴
収
率
を
維
持
し
向
上
し
て
い

く
た
め
の
取
り
組
み
は
。
又
、
自
主
財
源
確

保
の
た
め
コ
ー
セ
ー
、コ
ス
ト
コ
、今
諏
訪
・
御

勅
使
南
工
業
団
地
等
で
大
き
な
成
果
の
あ
っ

た
企
業
誘
致
が
更
に
必
要
だ
と
考
え
る
が
。

　
　
　
徴
収
率
の
維
持
、
向
上
の
た
め
に
は

　
　
　
特
に
現
年
分
の
徴
収
強
化
に
取
り
組

み
、
さ
ら
に
職
員
の
徴
収
業
務
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
等
を
図
り
な
が
ら
納
税
業
務
の
向
上
を
目

指
し
て
い
く
。
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、現
在
、

優
良
企
業
か
ら
オ
フ
ァ―

も
あ
り
良
い
方
向
に

進
ん
で
い
る
。
今
後
は
、
新
た
な
用
地
の
検

討
等
誘
致
体
制
を
整
備
し
優
良
な
企
業
の
立

地
に
努
め
、
自
主
財
源
の
確
保
を
目
指
し
て

い
く
。

　
　
　
歳
出
面
で
の
物
件
費
を
削
減
す
る
必

　
　
　
要
か
ら
、
も
う
一
度
大
胆
な
施
設
の

ス
リ
ム
化
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

　
　
　
ス
リ
ム
化
は
、
こ
れ
ま
で
数
地
区
の

　
　
　
諸
機
能
を
他
の
拠
点
施
設
に
移
転
し

複
合
化
を
図
り
、
そ
の
他
の
施
設
も
解
体
や

譲
渡
等
を
実
施
し
て
き
た
。
今
後
も
公
共
施

設
の
再
配
置
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
計

画
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

QAQ

AQA

新政南アルプス

有野 一成 議員

Q

A

AQA Q

代表質問代表質問代表質問



13　 南アルプス市議会だより No.79　 

一般質問一般質問一般質問

質問の主題

譲渡会の
会場提供を求めるが
市の考えは

犬
や
猫
は
増
え
る一方
で
あ
り
、
本
市
で
も
譲

渡
会
の
定
期
的
な
開
催
は
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
現
在
の
譲
渡
会
場
は
、
民
間
施
設
な
ど
を

利
用
し
て
開
催
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
過

去
に
、公
共
施
設
の
提
供
を
打
診
さ
れ
、確
認

し
た
が
、
犬
や
猫
が
逃
げ
出
さ
な
い
た
め
の

設
備
や
、衛
生
面
等
の
問
題
で
、定
期
的
に
開

催
す
る
た
め
の
条
件
を
満
た
せ
る
施
設
を
紹

介
で
き
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。
本
市
の
公
共

施
設
は
市
民
が
利
用
す
る
施
設
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
り
、衛
生
面
等
、譲
渡
会
場
と
し
て
の
条

件
を
満
た
し
て
貸
し
出
す
に
は
検
討
が
必
要

で
は
あ
る
が
、ど
の
よ
う
な
施
設
が
提
供
で
き

る
の
か
調
査
す
る
中
で
、協
議
を
進
め
て
い
く
。

  

動
物
と
の
共
生

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
て
い
る

　
　
　
方
は
多
く
の
保
護
し
た
犬
・
猫
の
面

倒
を
見
て
い
る
。
譲
渡
会
を
行
わ
な
け
れ
ば

増
え
る
一
方
で
あ
る
。

　
譲
渡
会
の
会
場
の
提
供
を
す
べ
き
と
思
う

が
市
の
考
え
は
。

　
　
　
現
在
、
本
市
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

　
　
　
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
飼
い
主

の
い
な
い
犬
や
猫
の
保
護
か
ら
、
譲
渡
会
の

開
催
及
び
、
Ｔ
Ｎ
Ｒ（※

２
）活
動
な
ど
、
ご
尽

力
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
質
問
の
譲
渡
会
場
の
提
供
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
譲
渡
会
を
開
催
し
な
け
れ
ば
保
護
し
た

公明党

小池 伸吾 議員

QA

日本共産党南アルプス市議団

松野 昇平 議員

質問の主題

農業政策に活かす
農業者アンケートを

 （※

２
）Ｔ
Ｎ
Ｒ

　Trap

（
ト
ラ
ッ
プ
）・Neuter

（
ニ
ュ
ー
タ
ー
）Return

  （
リ
タ
ー
ン
）を
略
し
た
言
葉
。
野
良
猫
を
捕
獲
機
な  

　
ど
で
捕
獲（Trap

）し
、
不
妊
・
去
勢
手
術
（N

euter

）

　
を
行
い
、
元
の
場
所
に
戻
す（Return

）こ
と
。

つ
い
て
は
、
地
域
の
独
自
性
を
考
慮
し
た
設

問
内
容
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
実
施
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
地
産
地
消
は
、
地
域
内
流
通
を
高
め

　
　
　
る
こ
と
を
通
じ
て
生
産
者
と
消
費
者

を
結
び
付
け
、
地
域
農
業
の
活
性
化
に
繋
が

る
も
の
で
あ
る
。
地
産
地
消
を
さ
ら
に
推
進

す
る
た
め
に
は
、
地
産
地
消
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置
な
ど
恒
常
的
な
地
域
食
材
の
利

用
促
進
を
図
る
体
制
づ
く
り
が
急
務
と
考
え

る
が
、
市
の
所
見
は
。

　
　
　
地
産
地
消
の
取
り
組
み
を
活
性
化
す

　
　
　
る
に
は
、
本
市
の
地
域
性
を
把
握
し
、

消
費
者
が
何
を
ど
の
程
度
必
要
と
し
て
い
る

の
か
情
報
収
集
し
、
そ
の
情
報
を
生
産
者
に

  

農
業
・
農
村
振
興
と
地
産
地
消

　
　
　
農
業
振
興
条
例
制
定
の
調
査
・
研
究 

　
　
　
と
し
て
、
ま
た
、
地
産
地
消
の
推
進

や
こ
れ
か
ら
の
農
業
政
策
の
あ
り
方
や
基
本

方
針
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

市
民
と
農
業
者
等
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
所
見
は
。

　
　
　
「
総
合
計
画
」と「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

　
　
　
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」の
策
定
準
備

と
し
て
行
わ
れ
る
、
市
民
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
農
業
に
関
す

る
意
見
を
調
査
・
研
究
し
、
今
後
の
農
業
政

策
に
反
映
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
農
業
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に

QA

伝
え
な
が
ら
、
消
費
者
と
生
産
者
を
繋
ぐ
体

制
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
農
産
物
の
利
用
拡
大
や
供
給
体
制

づ
く
り
も
重
要
で
あ
る
の
で
、Ｊ
Ａ
や
農
業
関

係
機
関
と
も
協
議
し
な
が
ら
調
査
研
究
し
て

い
く
。

QA
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質問の主題

「平和の大切さ」を
次世代につなげる
取り組みは

　
　
　
民
間
で
建
立
し
た
慰
霊
碑
に
つ
い
て　

　
　
　
は
、
原
則
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
設
置

者
が
管
理
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
に
よ
る
戦
没
者
慰
霊
碑

の
う
ち
、
建
立
者
が
不
明
な
ど
に
よ
り
管
理

  

戦
没
者
慰
霊

　
　
　
今
後
も
戦
争
を
語
り
継
ぎ
、
平
和
の

　
　
　
尊
さ
を
次
の
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く

の
が
、
私
た
ち
の
責
務
と
考
え
る
が
、
市
の

所
見
は
。

　
　
　
本
市
で
は
、
核
兵
器
廃
絶
の
啓
発
活

　
　
　
動
を
通
じ
て
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
、

平
和
の
尊
さ
を
伝
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
小
中
学
校
に
お
い
て
戦
争
を
語
り

継
ぐ
教
育
に
取
り
組
み
、
平
和
の
尊
さ
を
次

の
世
代
に
つ
な
い
で
い
る
。

　
　
　
慰
霊
碑
の
維
持
・
管
理
が
困
難
に
な
っ

　
　
　
て
き
て
い
る
。
具
体
的
対
策
を
ど
う

講
じ
て
い
く
考
え
で
あ
る
か
。

新政南アルプス

保坂 健 議員

QA

新政南アルプス

村松 三千雄 議員

質問の主題

 「ゼロカーボンシティ」
の実現に向けた
取り組みは

状
況
が
不
良
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
国
が
補
助

す
る
制
度
が
あ
る
。

　
　
　
子
ど
も
達
に
市
内
の
郷
土
史
に
関
す

　
　
　
る
設
備
等
で
、
平
和
に
つ
い
て
活
用

し
て
い
る
具
体
的
事
例
は
あ
る
か
。

　
　
　
市
内
小
学
校
で
は
、
地
域
の
歴
史
的

　
　
　
遺
跡
の
社
会
科
見
学
を
実
施
し
て
い

る
。
見
学
場
所
と
し
て
は
白
根
地
区
に
あ
る

遺
跡
「
ロ
タ
コ
」
で
あ
る
。

　
そ
の
学
習
を
通
し
て
、
平
和
に
つ
い
て
思
い

を
巡
ら
す
機
会
と
な
って
い
る
。

　
中
学
校
の
事
例
と
し
て
は
、
ピ
カ
ソ
の
ゲ
ル

ニ
カ
を
基
に
、
壁
画
を
作
成
し
た
り
す
る
活

動
も
行
って
い
る
。

の
導
入
等
の
推
進
を
実
施
し
て
い
る
。

　
脱
炭
素
推
進
に
向
け
、
市
民
に
取
り
組
み

状
況
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
、
市
民
、
事
業

者
及
び
行
政
が一体
と
な
り
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　
　
公
共
施
設
の
二

　
　
　
酸
化
炭
素
排
出

量
の
現
状
と
、
今
後
の

公
共
施
設
の
温
暖
化
防

止
に
向
け
た
具
体
的
な

取
り
組
み
は
。

　
　
　
公
共
施
設
で
発

　
　
　
生
す
る
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
の
削
減

を
数
値
で
管
理
す
る
と

  

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
目
指
す

 

本
市
の
取
り
組
み

　
　
　「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
宣
言
以
降 

　
　
　
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　
　
　
令
和
２
年
７
月
に「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

　
　
　
テ
ィ
」
を
、
令
和
３
年
２
月
に
は「
や

ま
な
し
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」を
宣
言
し
た
。

　
国
が
目
標
と
す
る
２
０
５
０
年
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
ゼ
ロ
に
対
し
、
２
０
３
０
年
ま
で

に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
45
％
削
減
を
中
間

目
標
と
定
め
、
市
民
の
蓄
電
池
や
電
気
自
動

車
等
の
導
入
促
進
の
補
助
金
交
付
、
及
び
公

共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
促

進
、
事
業
者
に
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

QA

と
も
に
、
具
体
的
な
取
り
組
み
は
、
照
明
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
、
ご
み
の
削
減
、
公
用
車
の
購
入
及

び
リ
ー
ス
時
に
は
原
則
グ
リ
ー
ン
購
入
法
適
合

車
種
を
採
用
す
る
な
ど
で
あ
る
。

　
令
和
３
年
度
公
共
施
設
の
二
酸
化
炭
素
排

出
量
は
７
７
９
８
ト
ン
で
、
そ
の

う
ち
電
気
の
使
用
排
出
量
が
５

８
１
８
ト
ン
と
、
74
％
を
占
め
て

い
る
。

　
今
後
も
公
共
施
設
の
建
設
に

あ
た
っ
て
は
、
太
陽
光
や
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
等
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積

極
的
な
導
入
に
よ
り
、
二
酸
化

炭
素
排
出
量
削
減
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

Q

A

QA市役所本庁 1 階に設置してある
太陽光発電電力の表示板

市内にある忠魂碑

QA



　
　
　「
じ
ん
り
き
」
を
利
用
す
る
と
坂
道

　
　
　
や
様
々
な
悪
路
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
移

動
が
可
能
に
な
る
た
め
、
災
害
時
の
要
援
護

者
等
の
避
難
移
送
時
に
有
効
に
活
用
で
き
る

と
考
え
る
。
広
く
自
主
防
災
会
等
へ
導
入
す

る
考
え
は
。

　
　
　「
じ
ん
り
き
」は
共
助

　
　
　
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
災
害
時
の
備

え
と
し
て
、
各
自
主
防
災
会

に
お
い
て
「
自
主
防
災
組
織

防
災
資
機
材
等
整
備
事
業

補
助
金
」
等
を
活
用
し
、
備

蓄
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
よ

う
周
知
し
て
い
く
。

　
　
　
車
い
す
利
用
者
は
災
害
時
だ
け
で
な 

　
　
　
く
日
常
的
に
「
じ
ん
り
き
」
に
よ
る

介
護
を
受
け
、
外
出
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。
現
在
「
じ
ん
り
き
」
が
介
護
保
険
制
度

の
「
福
祉
用
具
の
貸
与
」
の
対
象
に
な
っ
て

い
る
。
有
効
に
利
用
す
る
た

め
に
広
く
周
知
が
必
要
で
あ

る
。
市
の
所
見
は
。

　
　
　
各
自
主
防
災
会
で「
じ

　
　
　
ん
り
き
」
を
体
験
し
、

有
効
性
を
認
識
の
う
え
、
活

用
に
向
け
て
広
く
市
民
に
周

知
し
て
い
き
た
い
。

一般質問一般質問一般質問
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質問の主題

医大まで
コミュニティバスの
運行導入を躍進会

野中 國幹 議員

質問の主題

成年後見人の
管理業務は

　
　
　
成
年
後
見
人
等
は
、
申
立
て
た
本
人

　
　
　
の
生
活
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
な
ど
、

本
人
の
身
の
回
り
の
事
や
、
本
人
の
保
護
の

支
援
を
行
う
。
そ
の
事
務
に
つ
い
て
家
庭
裁

判
所
に
報
告
し
、
裁
判
所
の
監
督
を
受
け
る
。

　
　
　
成
年
後
見
人
が
自
ら
の
後
見
人
業
務

　
　
　
の
軽
減
の
た
め
、
地
域
に
精
通
し
た

者
に
成
年
後
見
業
務
の
一
部
を
依
頼
す
る
こ

と
は
、
可
能
か
。

　
　
　
成
年
後
見
人
が
そ
の
業
務
の一部
や
協

　
　
　
力
を
、
地
域
住
民
に
委
ね
る
こ
と
は

出
来
な
い
。

  

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
伴
う

  

市
内
感
染
者
の
状
況

  

成
年
後
見
人
の
選
任

　
　
　
成
年
後
見
人
制
度
は
、
判
断
能
力
が

　
　
　
不
十
分
な
人
に
対
し
、
法
的
に
権
限

が
付
与
さ
れ
た
成
年
後
見
人
が
、
そ
の
人
の

生
活
を
支
援
す
る
制
度
で
あ
る
が
、
こ
の
成

年
後
見
人
の
選
任
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な

経
緯
で
選
任
す
る
の
か
。

　
　
　
成
年
後
見
制
度
の
利
用
に
は
、
家
庭

　
　
　
裁
判
所
に
対
し
成
年
後
見
等
の
開
始

の
申
立
て
が
必
要
で
あ
る
。
申
立
て
に
よ
り
成

年
後
見
人
等
の
選
任
は
家
庭
裁
判
所
が
決
定

す
る
。

　
　
　
成
年
後
見
人
は
、
ど
の
よ
う
な
管
理

　
　
　
業
務
を
行
っ
て
い
る
か
。

QA

  

山
梨
大
学
医
学
部
付
属
病
院

 （
医
大
）へ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

  

運
行
導
入

　
　
　
医
大
へ
の
通
院
は
交
通
の
便
が
悪
く
、 

　
　
　
ま
た
車
を
利
用
で
き
な
い
市
民
の
た

め
に
、
医
大
ま
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

導
入
が
必
要
と
考
え
る
。

　
市
の
所
見
は
。

　
　
　
来
年
度
、
地
域
公
共
交
通
計
画
を
策

　
　
　
定
す
る
中
で
、
市
民
か
ら
広
く
意
見

を
聴
き
、
こ
の
路
線
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

  

け
ん
引
式
車
い
す
補
助
装
置

  「
じ
ん
り
き
」
の
活
用

QA

Q

A

　
　
　
本
市
は
県
内
に
お
い
て
の
感
染
者
の 

　
　
　
発
生
数
が
上
位
を
占
め
て
お
り
、
こ

の
感
染
者
の
発
生
場
所
は
把
握
さ
れ
て
い
る

か
。

　
　
　
公
表
さ
れ
て
い
る
感
染
者
数
は
、
医

　
　
　
療
機
関
を
は
じ
め
、
健
康
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

に
登
録
し
た
人

数
で
あ
り
、
発

生
届
の
対
象
が

限
定
さ
れ
、
感

染
経
路
や
発
生

場
所
等
は
把
握

さ
れ
て
い
な
い
。

Q

A Q A

けん引式車いす補助装置「じんりき」

QA

QA

躍進会

北村 千代子 議員
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一般質問一般質問一般質問

質問の主題

今回の参入企業は
本市の農業に
どのように
かかわっていくのか

　
募
集
案
内
に
記
載
し
た
地
域
資
源
を
活
用

し
た
多
様
な
事
業
展
開
に
よ
る
「
集
客
・
交

流
の
機
能
を
持
つ
新
た
な
産
業
拠
点
」
を
創

出
し
、
企
業
と
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
と
も

に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
実
現
す
る
た
め

の
核
と
な
る

役
割
を
担
っ

て
い
た
だ
く

も
の
で
あ
る
。

　
本
事
業
は
、

旧
完
熟
農
園

の
よ
う
に
直

営
や
委
託
事

業
で
は
な
く
、

民
間
企
業
が

  

新
産
業
拠
点
整
備

　
　
　

地
域
交
流
エ
リ
ア
に
参
入
す
る
企
業

　
　
　
は
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

振
興
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
　
地
域
交
流
エ
リ
ア
を
運
営
す
る
株
式

　
　
　
会
社
ヒ
カ
レ
ヤ
マ
ナ
シ
は
、『
山
と
暮

ら
す
街
』
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
、
株
式
会

社
ア
ル
プ
ス
を
代
表
企
業
と
し
て
、
郷
土
山

梨
の
発
展
を
願
う
県
内
企
業
の
出
資
に
よ
り

設
立
さ
れ
た
会
社
で
あ
る
。

　
地
域
交
流
エ
リ
ア
は
、
旧
マ
ル
シ
ェ
棟
と
旧

レ
ス
ト
ラ
ン
棟
を
中
心
に
、
ア
ウ
ト
ド
ア
シ
ョッ

プ
や
地
域
、
県
内
の
特
販
物
を
取
り
扱
う
テ

ナ
ン
ト
な
ど
を
整
備
す
る
計
画
で
あ
る
。

QA

小林 敏徳 議員

実
施
す
る
企
業
活
動
で
あ
る
た
め
、
誘
致
企

業
の
収
益
性
や
主
体
性
が
優
先
と
な
る
が
、

地
元
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
等
に
繋
が
る
よ
う
、
今

後
も
協
議
し
て
い
く
。

　
　
　
ヒ
カ
レ
ヤ
マ
ナ
シ
の
事
業
内
容
の
中

　
　
　
に
農
業
に
関
す
る
項
目
は
一
切
含
ま

れ
て
い
な
い
。

　
今
回
の
募
集
要
項
に
も
全
く
関
係
も
な
い

と
い
う
事
に
な
る
。

　
農
業
に
関
し
て
は
全
然
関
係
な
い
。
ま
し

て
コ
ス
ト
コ
は
商
業
施
設
で
あ
る
。

　
　
　
ヒ
カ
レ
ヤ
マ
ナ
シ
の
登
記
簿
に
は
農
産

　
　
　
物
の
販
売
と
い
う
の
も
入
っ
て
い
る
。

QA

新政南アルプス新政南アルプス
代表：村松 三千雄
　　　保坂 健、飯野 多惠子、三木 充、　 
　　　有野 一成、飯野 久

研  修  先

研  修  日

研修内容

　～デジタルが開く地方議会の未来～

　・コロナ後の地域経済について基調講演

　・地方議会のデジタル化の現状・課題と将来の可能性に
　　ついて

　・地方議会のデジタル化の取り組みについて課題討議

総　    括

全国市議会議長会研究フォーラム in 長野　
（長野県長野市ホクト文化ホール）

令和４年10月19日（水）～ 20日（木）

　震災やコロナ化を契機として、全国的に広がりを見せて
いるデジタル化を率先して進めるべきと痛感させられた。
　ICTは議会改革のツールとして使うが、単にペーパーレ
ス化のためでなく、市民との関係構築を、市民への一方通
行ではなく、双方向のコミュニケーションへの変換が必要
で、市民参画の意思を育むうえにおいても、議会のデジタ
ル化は積極的に進め、「先ずやってみること」の姿勢が重
要であることを強く認識した。
　また、議会や行政はデータを提供するオープン化が遅れ
ていることから、現在取り組んでいる議会改革検討の中で、
条例や体制の整備・実践を行っていきたい。

旧完熟農園

参  加  者
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政務活動報告 南アルプス市をよりよい社会にするために

躍   進   会 南   風躍   進   会 南   風

参  加  者
代表：野中 國幹
　　　三枝 守和、戸栗 淳、北村 千代子

研  修  先

研  修  日

研修内容

　議会改革を考える
　～先進事例に学ぶ住民参加  ・情報公開～

　・「議会改革度調査」から見る地方議会

　・議会活性化への取り組み
　　　…住民から期待される議会を目指して

　・住民参加・情報公開を進める取り組み

　・善政競争で議会改革を

総　    括

滋賀県  全国市町村国際文化研修所

令和４年 11月１日（火）～２日（水）

　この度の議会改革研修は、議会活動に望まれることとし
て、議会とは民意を反映する機関であるとともに、議会全
体で活動を行うことである、そのために議会の役割を作る
こと、いわゆる議会基本条例の制定や目覚めた議会でなけ
ればならないと位置づけ、その一つに議員間討議を重ね住
民自治の視点で行うことが、改革の順序であると定義づけ
ている。
　つまり、議会の評価は市民からどう行っているか、議会
がどう動いて、活動しているかを市民に知っていただくこ
とが議会活動の望まれる原点と理解できた。
　そして、議会改革とは、地域の課題を解決する、地域の
未来を創造する議会活動を行うために、現在の議会活動を
見つめなおし、地域経営に資する議会活動にあらためてい
く取り組みであると感じた。

代表：櫻田 力
　　　藤田 亜由未

研  修  先

研  修  日

研修内容

　「デジタルが開く地方議会の未来」をテーマに、基調講演・
パネルディスカッション・事例発表等が行われ、地方議会
のデジタル化の現状と課題、将来の可能性や先進自治体の
具体的な取り組み内容について学んだ。

総　    括

全国市議会議長会研究フォーラム in 長野　
（長野県長野市ホクト文化ホール）

令和４年10月19日（水）～ 20日（木）

　デジタル化は、アナログをデジタルに変え、データとデ
ジタル技術を活用し新しい価値を創出することであるが、
その基本的な考え方や実践例を学ぶことができ大変充実し
た研修であった。
　市は「DX（デジタル・トランスフォーメーション）推進
計画」を作成し、行政サービスの更なる向上を目指した取
り組みを始めたところであり、本市議会も6月からタブレッ
トPCを使った議会運営をス
タートさせた。
　デジタルの活用によって
「多様な幸せを実現できる社
会」の実現を目指し、それ
ぞれの立場で、また互いに
協力し、デジタル化を実現
させていくことの重要性を
強く感じている。

参  加  者
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議  会  活  動  報  告

10月24日～25日
　栃木県のロイヤルホテル那須にて関東市議会議長会第
１回理事会が開催され、飯野久議長が出席しました。
　全国市議会議長会に提出する「オンライン本会議の有
効化に向けた地方自治法の改正」などの議案を可決した
ほか、来年度の予算編成等について協議しました。

関東市議会議長会理事会

11月７日

　長野県駒ケ根市議会の議員５名が南アルプス市役所を
行政視察に訪れました。視察項目は「ホッケーのまちの
取組みについて」と「小中一貫校、不登校対策の取組み
について」で、本市教育委員会事務局の生涯学習課、教
育総務課、学校教育課の職員が本市における取り組みを
説明した後、質疑や意見交換を行いました。
　双方の実情や課題などについて多くの質疑や意見が交
わされ、充実した視察となりました。

長野県駒ケ根市議会議員
行政視察の受入れ

11月９日
　東京都の都市センターホテルにて全国市議会議長会第
113 回評議員会が開催され、飯野久議長が出席しました。
　全国市議会議長会は、全国47都道府県の市と東京都の特
別区を合わせて815 団体の議長により構成される組織で、
全国各市議会共通の諸課題の解決に向け取り組んでいま
す。この日は、「ポストコロナを展望した地方行財政の充実」
などに関する決議案を可決したほか、決算の認定、来年
度予算の見通しなどについて協議しました。

全国市議会議長会評議員会

市議会情報をLINEでお知らせします
　南アルプス市では、市から発信する情報を市民の皆さんが手軽に得られるよう、

LINEによる情報発信を行っています。LINEによる情報発信は、受信を希望する情報

の種類を選択することができます。ご自分にとって必要な種類の情報が、お手元の

スマートフォンなどに、すぐに届くのでとても便利です。

　私たち市議会が発信する情報も南アルプス市のLINEから取得することができます。

お持ちのスマートフォンなどで右の
コードを読み込むと、LINEの南アル
プス市の画面が表示されます。

登　録　方　法　

①2次元コードを読み込む

②配信を希望する情報等を選択し、送信
受信設定の画面で、配信を希望する情報、お住ま
いの地区などを選択し、送信ボタンを押せば登録
は完了です。

受信を希望する情報は「防災・防犯」「子育て」「教育・
学校」「新型コロナウイルス関連」「健康・福祉」「イ
ベント」「議会の情報」などの中から選択します。

受信設定の画面  

▲

●市議会が配信している情報
市議会では、市のLINE で次のような情報
を配信していますので、ぜひ、ご利用く
ださい。

・定例会の会期日程

・代表一般質問を行う議員・質問事項

・会議録

・CATV 放送日程

・本会議のYoutube配信のお知らせ

・議会だより発行

受信設定は後から簡単に変更することが
可能ですので、お気軽にご登録ください。
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　南アルプス市議会では現在、議会改革に取り組んでいます。
　議会改革の大きなテーマの一つに「議会の見える化」を掲げてい
ますが、「議会の見える化」は有権者に対してのみ行うのではなく、
未来を担う若者に対して行うことにも大きな意義があると考えて
います。このほど、南アルプス市議会の飯野久議長が中学校の授
業に講師として招かれ地方自治に関する説明を行いましたので、
その内容等をご報告します。

●中学校で地方自治について特別授業

南アルプス市議会改革  Vol.６■ ■特 集

生徒の皆さんの感想（一部を抜粋） 

●タブレットPC導入による
　ペーパーレス議会の実現
　南アルプス市議会では令和４年の６月議会からタ
ブレットPCを導入しました。
　導入当初は、タブレットPCの扱いに慣れる必要
があることから紙とタブレットPCを併用していまし
たが、操作に関する研修を重ね、12月議会からは、
紙の資料を使用しないペーパーレス議会を実現しま
した。

　令和４年11月16日、白根巨摩中学校の社会科授業に、飯野久議長が講
師として招かれ、地方自治における議会の役割などについて説明しまし
た。授業は武道場で行われ３年生97人が参加しました。
　飯野議長は、憲法や地方自治法に明記されている議会の位置づけや二
元代表制、議会の役割、議案審査の方法、議員の資質などについて説明
しました。
　生徒の皆さんは飯野議長の説明にたいへん興味深く聞き入り、説明の
後には、「居眠り議員に罰はあるのか」「議員は普段何をしているのか」「悪
いことをした議員は再当選するのか」など多くの質問がありました。
　また、生徒の皆さんの感想（右欄に一部抜粋し記載）からも、授業の
内容に対する興味と関心がうかがえ、南アルプス市の未来を担う生徒の
皆さんに頼もしさを感じる授業となりました。

　自分たちの住む地域のことは自分たちで決め、自分たちの手でより良
い地域をつくっていくという地方自治の大切さとそのルールを伝えるた
め、これからも南アルプス市議会では、このような活動を続けていきた
いと思います。

●これからの時代若い人たちにもっと政治に興味
　をもって参加してほしいという思いが伝わった。

●地方自治は遠いものだと思っていたけど、話を
　聞いて身近にあるものなんだなと思った。私た
　ち市民は、もっと政治に参加していいんじゃな
　いか、しなければいけないんじゃないかな、と
　思った。私が有権者になったら、見た目や年齢
　で人を決めるのではなく、その人の資質を見抜
　いて、投票をしたい。そして、今は Youtube 発
　信などをしているらしいので、それを見て自分
　も積極的に参加したい。

●人と人とが話し合う中で生まれるものが一番大
　事だと知った。自分たちには議員さん一人一人
　の質をよく見抜くことが大切だと思う。

●とてもためになったと思うけど実際のところ難
　しすぎてよくわかりませんでした。でも一つで
　もおろそかにしてはいけないということがわか
　りました。選挙のことが少しだけど知れてよかっ
　たです。

●普段絶対に聞けないような内容がたくさん聞け
　て面白かった。政治関係にも興味をもつことが
　できた。
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編集後記
　年が改まり、厳しい寒さの中、庭先のクリスマスローズの花が芽吹いてい

ました。生命の力強さと脈動を感じます。

　第６期の南アルプス市議会も折り返しとなり、議会だより編集委員会も79

号から新しい体制でスタートいたしました。

　12月議会では、南アルプス市の未来に向けて12人の議員が論戦を交わしま

した。また、議会改革に向け議員間討議（論点を明確に、課題に対して議員

間で議論を交わして結論を導き出す）も行われるなど議会での挑戦を市民の

皆さまにどう評価していただけるか。これからの議会だよりの広報のあり方

も検討しながら真摯に取り組んでまいりたいと決意しております。

委員長／河野 木綿子　　副委員長／藤田 亜由未
委　員／保坂 健、飯野 多惠子、三枝 守和、
　　　　名取 泰、斉藤 諭、小林 敏徳

議会だより編集委員会

みなさんの傍聴をお待ちしております！
　事前申込不要  委員会も傍聴できます

●第１回定例会の会期予定
２月 24日…………………本会議（初日）
２月 27日 ～３月３日……………委員会
３月  ７日 ～  ８日………代表・一般質問
　   10日 ～17日…………………委員会
　　 22日………………本会議（最終日）

※日程等は、定例会前の議会運営委員会で正式 
　に決定されます。（日程が変更になる可能性
　があります。）

●第４回定例会の傍聴者数：24人
※報道関係者11人は除く

市民から  ひ・と・こ・と
HITOKOTO from the Citizen

　南アルプス市で生まれ育った私が市の昔と今を比較すると、スポーツ施設や図書館、美術館
等の文化施設が充実してきたと感じています。特に昨夏催された「ずーどあるぺん音楽祭」は、
あやめホールを満席にした老若男女にとって本物の音楽に触れる良い機会だったと思います。
私も本当に感動しました。
　しかし、何といっても市の最大の魅力は、わざわざ観光地に行かなくても居ながらにして四
季折々の自然の豊かさ美しさを感じられるところだと思います。
　だからこそ私の今一番の懸念は、最近市内でもよく目にするようになったソーラーパネルの
事です。再生可能エネルギーを増やしていくことは重要ですが、例えば果樹園の中の無機質な
ソーラーパネルの様に美しい景観を損ねる設置の仕方は問題だと考えます。この点に関して行
政の適切な取り組みを期待します。

小笠原  徳江 さん
（地区／十五所）

河野  秀樹 さん
（地区／平岡）

　南アルプス市に生まれて育てられて暮らしてきましたが、自然にめぐまれスポーツ施設など
暮らすには充実したまちだと思います。
　今後の南アルプス市の進む道をみんなで考え作っていっていただけるように市議会議員だけ
ではなくすべての市民が考え行動できていけるように、今後も情報公開をお願いしたいと思い
ます。また議員や市役所職員と市民との意見交換などの場を多く作っていっていただければと
思います。市民の思いや考えは、表現できない・伝えられないことが多くあると思います。
　市民からの意見を待っているだけではなく積極的に集める努力をお願いいたします。これか
らの南アルプス市のため頑張ってください。

市民から  ひ・と・こ・と 募集中

あなたの意見を『議会だより』で発表してみませんか。
市議会に対する意見や感想をぜひお寄せください。
【300 字以内にまとめてください】

　【提出先】

〒400-0395   南アルプス市小笠原 376 
南アルプス市議会事務局 宛
メール：gikai@city.minami-alps.lg.jp 　
 FAX：055-282-6459
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